
神戸大学理学部 

サイエンスセミナー２０１５ 

 

 
平成２７年７月２５日(土)  10：30～15：50 (10：00 開場) 

 

趣旨 

神戸大学理学部では、毎年７月に「サイエンスセミナー」を開催しています。このセミナーでは、自然科学の

５分野（数学、物理学、化学、生物学、惑星学）における最新の研究を、わかりやすく紹介します。この企画

を通して、「科学のおもしろさや楽しさ」や「科学と社会のつながり」を幅広い世代の方々に理解していただ

くことを願っています。受講に当たっては高校生程度の知識を必要としますが、科学に興味のある方はどなた

でも受講でき、参加料は無料です。多くの方が受講されることを期待しています。 

 

実施方法 

本年度は全員が神大会館六甲ホールで受講します。全てのセミナーを受講された方には、最後に行なわれる閉

講式にて修了証書を授与いたします。 

 

 

 

 

 



記 

 

１．日時：平成２７年７月２５日(土)  10：30～15：50 (10：00 開場) 

２．場所：神戸大学神大会館六甲ホール 

３．参加資格：高校生・一般市民 （高校生レベルの知識を前提とします） 

４．定員：１２０名（定員になり次第、締め切ります） 

５．受講料：無料 

６．申し込み方法など 

(1)期間  ：平成２７年６月１０日(水)から申し込みを受け付け、定員になり次第、締め切ります。 

(2)手続き ：受講申込票に必要事項を記入し、神戸大学理学部総務係へ郵送又は FAX 願います。 

電子メールによる申込みも受け付けます（必要事項をメール本文にお書き下さい）。 

受講が決定した方には、７月１０日(金)までに御連絡いたします。 

(3)問合せ先：〒657-8501 神戸市灘区六甲台町１－１ 神戸大学理学部総務係 

電 話：078－803-5761 FAX：078－803-5770 

メール：sci-soumu@office.kobe-u.ac.jp 

(4)その他 ：・ホール空調は微調整ができません。暑い時期ですので規定の空調を予定していますが個人差もありま 

すので、ご判断により扇子・上着をお持ちください。 

・筆記用具・ノートは準備しておりませんので、各自でご用意ください。 

・食事は各自ご用意ください。なお、工学部生協食堂、コンビニエンスストアが営業しています。 

 

セミナー時間割 

（各講演の間には10分の小休憩があります） 

 

開講式 

１０：３０－１０：４０ 神戸大学理学部長 挨拶 

 

講演会（サイエンス最前線：講演時間３０分、質疑応答１０分） 

１０：４０－１１：２０ 「海藻類から見た海の環境：環境指標と外来種」     生物学科・教授 川井 浩史 

１１：３０－１２：１０ 「飛び込み板の物理」                           物理学科・准教授 大道 英二 

１２：１０－１３：１０ （昼休み） 

１３：１０－１３：５０ 「火山噴出物から巨大噴火の実像を探る」         惑星学科・准教授 鈴木 桂子 

１４：００－１４：４０  「等差平方数列の話」                               数学科・准教授 渡邉 清 

１４：５０－１５：３０  「レーザー光で分子を探る」                         化学科・准教授 笠原俊二 

 

閉講式 

１５：３０－１５：５０ 修了証書授与 
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○題目：「等差平方数列の話」 

時間：１４：００－１４：４０ 

講師：渡邉 清（数学科・准教授） 

要旨：１千年以上前から知られている次のような問題があります：自然数Nを 一つ取り固定します。ある数

の平方数からNを 引いても足しても平方数となるようなある数はあるか？ あればその数を求めよ。もちろ

ん、ある数や平方数となる数は無理数では問題になりませんので、それらを有理数の範囲で求めよという問題

です。小学生にも分かるこの簡単な問題が、実は現在でもまだ完全には解けていません。この問題について解

説します。 

 

○題目：「レーザー光で分子を探る」 

時間：１４：５０－１５：３０ 

講師：笠原俊二（化学科・准教授） 

要旨：私たちの身の回りの物質は様々な分子から構成されています。個々の分子

の形や変化はどのように知ることができるのでしょうか？分子はとても小さく、

ものすごく速く運動しているため、観測することは困難です。分子を探る有力な

方法の一つに、光を道具として分子を観測する分子分光学があります。分子に光

を当てると光の吸収・散乱・放出など様々な現象が起こります。この現象から思

いもよらないような多くの情報を手に入れることができます。ここでは分子の構造や化学反応をミクロな視点

から解説し、光の波長を究極的に分解した高分解能レーザー分光による研究の紹介をします。 

 

 

 

 

 

 

 

切り取り線 

受講申込書 

ふりがな 

氏 名 

 

                 男・女 

年

齢 

 

歳

住 所 

電 話 

メールアドレス 

〒 

 

学校名 

又はご職業 

                         （学校の場合  年生） 

 (注)上記個人情報は、セミナー実施のための参考資料として利用し、その他の目的には使用しません。 

交通アクセス 

阪急神戸線「六甲」駅、ＪＲ神戸線「六甲道」駅または、阪神本線「御影」駅から、 

神戸市バス３６系統「鶴甲(つるかぶと)団地」行きに乗車、「神大文・理・農学部前」下車。 

（阪急六甲駅から約１０分、ＪＲ六甲道駅から約１５分、阪神御影駅から約２５分） 


